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  近年，⾏政において森林ＧＩＳの導⼊を始めとし
た森林情報の整備が急速に進んでいる。その背景には
コンピュータやＧＩＳ技術の発達と低価格化があるも
のの，根本的には近年の森林への多様な期待や要請に
対応するために様々な森林情報の整備とそのシステム
化が必要不可⽋となったことがその理由と考えられ
る。
  都道府県の森林ＧＩＳの導⼊状況を⾒ると，平成
１３年の段階ですでに半数の県が森林ＧＩＳに取り組
んでおり，全国の⺠有林⾯積に対して３０％に当たる
森林計画図がデジタル化されている。さらに，国有林
では平成１３年度から森林ＧＩＳの整備を開始した。
従って，この数年の間に，⽇本の全森林⾯積の２／３
に当たる森林について，森林簿・森林計画図といった
基本的な情報がデジタル化・データベース化されるこ
とになるものと⾒られる。
  都道府県で導⼊されている最近の森林情報システ
ムにおいて共通的に⾒られる特徴として，（1）パソ
コンを利⽤し，（2）ネットワーク環境に対応した，
（3）様々な森林情報を管理する統合システムの形態
を取っており，（4）オルソフォトや地籍調査，ＧＰ
Ｓ（衛星を使った測位システム）などの関連情報・技
術との連携を考慮しているといった点が挙げられる。

  ここで，オルソフォトの導⼊効果について強調し
たい。オルソフォトとは歪みを取り除き地図のように
扱える空中写真であるが，森林ＧＩＳと重ね合わせて
利⽤することができる。例えば，オルソフォトを背景
として林⼩斑区画を重ねて表⽰すれば，地図を読みや
すくなるばかりでなく，図⾯の間違いや更新箇所が明
らかとなる。
  また，森林法改正に伴い森林管理の権限が委譲さ
れた市町村においては，事例は少ないものの森林ＧＩ
Ｓの導⼊が始まっている。森林情報の閲覧，検索，出
⼒といった森林ＧＩＳの基本機能を満たしていれば，
森林管理に関する経験と⼈員が不⾜している市町村に
とっては，極めて有益なツールとなり得るものであ
る。
  以上の議論に加え，様々な導⼊事例やＧＩＳ，デ
ータベースにかかわる最新の技術的背景を調査し，こ
れからの森林情報システムとして考慮すべき標準的仕
様を取りまとめ表に⽰した。森林情報システムを導⼊
する際，この仕様を考慮すれば効果的な導⼊が期待で
きるだろう。


